
自己評価報告書 （平成 28 年度） 

洗足学園大学附属幼稚園 

１．本園の教育目標 

 

・自立 ― 自らあそべる子 

・挑戦 ― がんばる子 

・奉仕 ― やさしい子 

 

２．本園の望ましい子どもの姿 

  

・心身ともに 健康で たくましく。 

・明るく 元気に遊び、友だちと仲良くする。 

・物事に 生き生きとした興味を持つ。 

・思ったことは はっきり表し、人の話をよく聞く。 

・創意工夫したことを 楽しんで表現する。 

・自分で考えて行動する。 

 

３．本年度の目標・計画 

 

・子どもたちの遊び方に偏りが生じており、更に短期大学教員による「子どもの体力調査」 

（年長児対象）の結果から体力面でも偏りが見られたため、その改善のために、日々の 

遊びの中で「偏り」を矯正できる遊具を用意することとした。 

・保護者との連携を強化し、育ちの共有を大切にしていく。 

 

４．評価項目の達成と経過 

 
評 価 項 目 評 価 の ま と め 

教育課程・教育活動 

 

本園での3年間の育ちを教員間で共有するために、園全体の年間目

標と 3 年齢ごとの年間目標を確認した。また、学期末には個人記録を確

認したうえで、翌学期の個人目標を掲げ、指導を行うようにした。 

個人差を考慮しながら遊びの中で運動活動ができる機会を設けた。

（ボールを投げる、体幹を鍛えるなど） 

研修 

（資質向上の取り組み） 

園内研修を行い、配慮の必要な子どもの対応の仕方など園全体で共

通理解を持つよう心掛けた。 

研修費を活用し、それぞれの目標に応じて書籍購入や様々な研修

会に参加し、その報告をしあうことで情報を共有することができた。 

教育環境整備 視聴覚教材の整理や修繕を行い、また、レコードを処分するにあたっ



 

 ては、音源をＣＤやＰＣへ取り込んで保存した。 

野菜つくりの場所を年長児の活動場近くに設置したことで栽培しやす

くなった。 

健康・安全整備 

 

アレルギーのある子どもの情報を共有すると共に、対応マニュアルを

作成した。（エピペン講習も実施） 

園で食べる食品の写真と食品成分表を保護者に通知した。 

怪我、病気の際の保護者への連絡、対応について情報共有するよう

にした。 

日々の保育や掃除の際には安全点検を行い、不具合箇所について

はすぐに対処するように徹底した。また、学期毎に施設安全点検を行

い、遊具や保育室など安全と清潔を心がけた。 

保護者との連携 

 

クラスの様子を伝える機会を増やす目的で、学期毎に保護者会を行

うことにした。子どもたちの育ちを伝えられる良い機会となった。 

子ども同士のトラブルや怪我があった際には、送迎時に双方の保護

者に顔を見て伝えるようにした。しかし、就労のため送迎を他者に依頼

している保護者への対応が今後の課題である。 

組織運営 

 

担任、副担任間で子どもの育ちを共有することができ、援助のズレが

少なかった。 

指導要録、抄本の電子化に着手した。 

 

５．今後取り組むべき課題 

 

・教育活動の中で掲げた“バランスの良い運動遊び”を引き続き日々の保育の中で行って 

いきたい。また 3年齢の育ちをまとめることで、年齢に適した運動経験ができるように 

していきたい。 

・子どもたちの表現意欲を育てるために、言葉を引き出す活動や言葉を発したくなる環境 

作りを行う。また、子ども同士で物事を理解し解決できるように、意識を高く持って 

かかわっていくよう指導する。 

年少組保護者がかかえている園生活の不安をとりのぞくために情報を提供すると共に、 

疑問・相談に応じる機会を更に作っていきたい。 
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平成 28 年度 

《保護者アンケート集計結果》 

Ａ・・・とてもそう思う   Ｂ・・・そう思う   Ｃ・・・あまりそう思わない   Ｄ・・・思わない   

 

設 問 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

幼

稚

園

全

体 

１ 幼稚園の行事全般に満足している ６３.９ ３３.５ ２.６  

２ 幼稚園は施設設備や環境の充実に努めている ７８.５ ２０.０ １.５  

３ 幼稚園は不審者の侵入、登降園時の安全に配慮している ７４.８ ２２.３ ２.９  

 
４ 

教職員は一人ひとりの子どもの育ち、性格を考慮し、きめ細

かい指導をしている 
６９.２ ２７.２ ２.９ ０.７ 

５ 教職員は保育活動に熱心に取り組んでいる ８０.０ １９.３ ０.７  

６ 教職員は園児同志のトラブルなど適切に対応、指導している ５７.０ ３６.８ ５.５ ０.７ 

７ 教職員同志が協力して活動している ７１.８ ２５.３ ２.９  

 ８ 幼稚園は子ども同士のかかわりを持てるようにしている ６５.７ ２８.８ ５.５  

 ９ 幼稚園は思いやりや感謝する心を育む教育を心掛けている ６５.９ ２８.６ ５.５  

 
１０ お子さんは幼稚園生活を満足している ８１.４ １４.２ ３.７ ０.７ 

 
１１ お子さんは幼稚園での生活習慣が身についている ５７.０ ３６.８ ５.５ ０.７ 

 
１２ お子さんは幼稚園で自分らしく生活しているように感じられる ６２.２ ３４.９ ２.９  

 １３ 幼稚園は家庭と連携、協力している ５８.５ ３４.９ ５.９ ０.７ 

 
１４ 

幼稚園は保護者の意見に耳を傾け、取り入れようと努力して

いる 
５６.４ ３８.５ ４.４ ０.７ 

 １５ 幼稚園は相談などに対して親切・丁寧に対応している ７０.４ ２８.９  ０.７ 

 １６ 教職員の電話・来園時の対応は適切である ７８.５ ２０.０ １.５  

 １７ 面談の際、教職員は誠意をもって対応している ８６.８ １０.３ ２.９  

 １８ 病気、怪我などの処置・対応が適切に行われている ７２.６ ２５.２ １.５ ０.７ 

 １９ お子さんの園での様子は教職員から伝わっている ４８.２ ４２.３ ８.８ ０.７ 

 

 

 

 

２０ 幼稚園は意見や要望を伝えやすい環境である ４２.９ ４５.２ １１.９  

２１ 
保育参観・参加保育・個人面談・保護者会などは、有意義で

ある 
６７.８ ２８.６ ３.６  



 


